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Abstruct: In this study, strong motion analysis was performed in the case that an earthquake will occur along the 
Sanage-Takahama fault zone using semi-empirical method( Irikura et al,1986). At first, the method used in this study 
was confirmed by reproducing the strong motion records in the Mie-ken Hokubu earthquake of April 22, 1998. The 
small earthquake record (an element event) is necessary for estimating strong motion by using semi-empirical method. 
However, in the case of the present study, an element event has not been observed. Therefore, an element event was 
composed by using empirical site amplification effect calculated with the observed records at the K-net sites, relating 
with source and attenuation characteristics of the event. Strong motion records were composed in some cases that 
asperity locations were different. It was known that seismic intensities during the earthquake of the Sanage-Takahama 
fault zone were depended on the locations of asperities. It means that an information on asperities is important for 























†    愛知工業大学大学院建設システム工学専攻 
††   愛知工業大学大学院工学研究科（豊田市） 
†††  愛知工業大学工学部都市環境学科（豊田市） 












図 1 猿投-高浜断層帯３） 
（線：本研究で設定した地表トレース） 
表 1 長期評価による猿投-高浜断層帯の諸元３） 
 
117 ページ




















図 3 半経験的手法の概念図２） 
 
4 半経験的手法の有効性の検討  
 







ムが本震と類似している 1998 年 5 月 17 日の余震記録とした。 
4.2 震源のモデル化 
今回の周波数解析範囲は 0.3Hz から 10Hz の範囲で、加速
度・速度・変位の解析を行った。尚、観測記録にノイズが多い
地点については除外した。解析手順・結果を以下に記す。 
①大地震と小地震の断層長さの比 N、応力降下量比 C は式
(1),(2)で求める。 
3
0000 // CNmMuU == ・・・・・・・・・・・・・・・・・・(1) 












と考えられる。本研究で得た最適震源モデルを表 2 に示す。 
 














































)()()()( fGfPfSfA ∗∗= ・・・・・・・・・・・・・・・・(3) 
ここで、 )( fA ：観測スペクトル、 )( fS ：震源特性 
)( fP ：伝播経路特性、 )( fG ：サイト増幅特性 
と表せる。 
 )( fS 、 )( fP は理論的に求めることができる。つまり要素







この方法の概念は、図 6 のように過去の観測記録の )( fA










図 6 サイト増幅特性の概念 
  

















断層のパラメータを表 3,4,5 に示す。 
 
図 8 断層モデル 
（線：地表トレース、ASP：アスペリティ、☆：破壊開始点） 
表 3 猿投-高浜断層帯巨視的パラメータ 







長さ L(km) 35 17




S 波速度 VS(km/s) 3.3
破壊伝播速度 VR(km/s) 2.38 
平均応力降下量Δσc(MPa) 1.83 
加速度レベル A0(dyne・cm/s2) 2.01E+26
表 4 猿投-高浜断層帯微視的パラメータ 
  Ａ Ｂ 
Sa(km2) 135.602 
Sa1,Sa2 91.27  44.33 





Sa11(km2) 66.38    
Δσa11(MPa) 13.31    
M0a11(dyne・cm) 2.96E+25   





C 0.94   
Sa12(km2) 24.89    
Δσa12(MPa) 13.31    
M0a12(dyne・cm) 6.79E+24   





C 0.99   
Sa2(km2)   44.33 
Δσa2(MPa)   13.31 
M0a2(dyne・cm)   1.61E+25





C   0.99
















 (3)式へ各観測点の )( fG 、猿投-高浜断層帯における
)()( fPfS ⋅ 、 0m 、位相特性を考慮して、フーリエ逆変換し
て要素地震とした。 
 この要素地震を基として、図 9 に示す地点において波形合
成を行った。 
 











長久手においては長久手から近い ASP1、遠い ASP3 の影響












表 6 断層近傍の計測震度及び震度階 
AICH04 AICH05 AICH12 AICH13 AICH14 





















図 10 安城（AICH04）、常滑（AICH05）、長久手（AICH14）についての合成波形 
(各地点とも上から加速度、速度、変位波形) 
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表 7 アスペリティの深さの変更による比較 
深さ AICH04 AICH05 AICH12 AICH13 AICH14
0km 6.5(7) 6.0(+6) 5.9(-6) 5.8(-6) 6.8(7) 
1km 6.6(7) 5.9(-6) 5.9(-6) 5.7(-6) 6.7(7) 
5km 6.5(7) 5.9(-6) 5.8(-6) 5.7(-6) 6.6(7) 
 
②断層 A セグメントのアスペリティの位置の変更 




表 8 アスペリティの位置の変更による比較 
  AICH04 AICH05 AICH12 AICH13 AICH14
北側寄せ 6.4(+6) 5.9(-6) 5.8(-6) 5.5(-6) 7.1(7) 
南側寄せ 6.7(7) 6.0(+6) 6.0(+6) 5.7(-6) 6.9(7) 






図 12 北部最悪想定の断層モデル 
 












VsQs 70= ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（4） 
QpQs 3= ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（5） 
とした。また、地震基盤から地盤モデルまでの増幅度は南部
の地点は AICH04、北部の地点は AICH14 の基盤のサイト増
幅特性とし多重反射理論によるサイト増幅と合成した。 











図 15 NS 成分のサイト増幅特性の比較 
 












図 17 断層モデル（線：地表トレース、ASP：アスペリティ）2) 
 
図 18 中央防災会議におけるフローチャート 2) 
 
図 18 中央防災会議による強震動予測 2) 
 
6.2 本研究の震度分布図 





図 19 基本モデルによる震度分布図 
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